
「ながさきSociety5.0推進プラットフォーム」について

■ ながさきSociety5.0推進プラットフォームの開催状況
名 称 日 時 備 考

総会 令和２年９月１日（火）
（14:00～15:30）

・オンライン会議
【議題】
・長崎県におけるSociety5.0 の実現について
・基調講演

幹事会 令和２年８月19日（水）
（9:30～10:30）

・オンライン会議
【議題】
・ながさきSociety5.0 推進プラットフォームの立ち上げについて

基
盤
整
備
・
課
題
解
決
部
会

基盤整備WG 令和２年10月８日（木）
（10:00～11:30）

・オンライン会議
【議題】
・オープンデータ・ビッグデータへの取組
・意見交換
・情報共有

課題解決WG 令和２年10月30日（金）
（13:30～15:00）

・オンライン会議
【議題】
・課題解決ワーキンググループの活動内容について
・課題の掘り起こしについて
・意見交換
・情報共有

行政デジタル化WG

（人口減少社会に適応
した行政サービスの提供
のあり方研究会（「ICT 
技術の活用・共同導入」
分科会））

令和２年10月14日（木）
（14:00～15:30）

※次世代情報化推進室・
市町村課共同開催

・オンライン会議
【議題】
・人口減少社会に適応した行政サービスの提供のあり方研究会について
・ながさき Society5.0 推進プラットフォームについて
・意見交換
・デジタル化に係る国の動きなどの情報共有
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第１回 基盤整備ワーキングループ   開催概要 

 

日   時  令和２年 10 月 8 日（木） 10：00～11：30 

開催方法  オンライン会議（Cisco 社「WebEx Meetings」） 

開催概要                                                    

⚫ オープンデータ・ビッグデータへの取組等を紹介 

⚫ 長崎県でのオープンデータへの取組、目指す姿について協議 

⚫ 長崎県内での 5G 整備状況について紹介 

主な意見                                                          

◆オープンデータ・ビッグデータへの取組 

➢ 行政も Society5.0 や庁内 DX を進めていくためには、庁内で横断的にやる組織を作らない

と進まない。大きい組織ほど、部署横断的な組織を作る必要がある。 

➢ 産業データ分析をオープンデータとして公開できないか。業界としての課題や各社 DX を推進

するにあたって必要になってくると思う。 

  （NDKCOM 社長 中野様） 

➢ 昨年オープンデータ研修を受けて、まずは今年度内に標準データセットを整備してカタログサイ

トを開設しようとしている。ただ、データを作るのはいいが、具体的なテーマがないと各課も取組

む意欲がわかない。オープンデータの見える化も必要になると思う。 

 （壱岐市 政策企画課 主幹 草合様） 

➢ 佐賀県で交通情報のオープンデータ化、バスのダイヤ情報や位置情報をオープンデータとし

て公開したことがある。Google Map でも表示されている。まだ部分的な、取組み。 

 （エコー電子工業 渡邊様） 

➢ 今年の３月に（オープンデータの）公開を始めた。佐世保市では佐世保バーガーの情報が

一番利用されていると聞いている。長崎市だと、ちゃんぽん、カステラなども同じように取組め

れば使われるデータになるのではと考えている。コンベンション協会なども巻き込めば面白いデ

ータになるかもしれない。 

 （長崎市 情報システム課 課長 樋口様） 

➢ まだオープンデータに取組めてない。オープンデータに取組むにあたって、成果の見える化でき

るといいと考えている。 

 （五島市 情報推進課 係長 志田山様） 

◆長崎県内での５G 整備状況について 

➢ ドコモショップ浜町アーケード店の２F に５G の端末の体験ができるスペースがある。 

 （NTT ドコモ CS 九州 桑名様） 
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第１回 行政デジタル化ワーキングループ   開催概要 

 

日   時  令和２年 10 月 14 日（水） 14：00～15：30 

開催方法  オンライン会議（Cisco 社「WebEx Meetings」） 

開催概要                                                    

⚫ ながさき Society5.0 推進プラットフォーム・第１回行政デジタル化ＷＧ及び人口減少社会

に適応した行政サービスの提供のあり方研究会・第１回「ＩＣＴ技術の活用・共同導入」

分科会の共同開催。 

⚫ 各市町の個別の取組を促進するため、富士通㈱ フィールド・イノベーション活動を紹介。 

⚫ 国のデジタル化に係る動きの情報を共有しながら、今後、ＷＧ活動を進めていくことを確認。 

 

 

第１回 課題解決ワーキングループ   開催概要 

 

日   時  令和２年 10 月 30 日（金） 13：30～15：00 

開催方法  オンライン会議（Cisco 社「WebEx Meetings」） 

開催概要                                                    

⚫ 課題解決ＷＧの活動内容の協議 

⚫ 県及び市町のＩＣＴ関連事業を紹介 

主な意見                                                    

➢ 目先の課題解決も必要だが、長崎県の一番の課題は人口減少であり、それぞれの課題解

決がどれだけ人口減少対策になるのかという、大きな視点を持つことも重要。 

➢ 県内の中小企業のほとんどはＤＸに取り組めていない。ＤＸとなれば、個人も企業もすべて

が繋がっていくイメージだが、個人や中小企業には専門のＩＴ人材がいないため、どのように

推進していくかは非常に大きな問題。 

 （NDKCOM 社長 中野様） 

➢ 課題解決するにしても、基盤整備部分が重要になってくる。今後は５Ｇの整備も見据えた

取組が必要。 

 （壱岐市 政策企画課 主幹 草会様） 

【会議終了後、個別にいただいた意見】 

➢ 人に着目した課題解決をひとつのテーマとしてはどうか。例えば、高齢者、障害者、外国人な

ど、社会的立場の弱い方の課題解決、ＱＯＬを高めるなど。 

 （県建設業協会 専務理事兼事務局長 山下様） 
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